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　生後12か月頃までの指しゃぶりは乳児の発達過程における生
理的な行為なので、そのまま経過をみましょう。　　
　３歳頃までは、特に禁止せずに、子どもの生活のリズムを整え、
外遊びや運動をさせてエネルギーを十分に発散したり、遊びな
どで手や口を使う機会を増やすようにしましょう。
　４～５歳以上の指しゃぶりは噛み合わせや発音に影響がでる可
能性があります。
　かかりつけ歯科医に相談しましょう。

指しゃぶりへの対応はどうすればいいですか？

　乳児期に舌小帯が短くて、舌の動きが制限される場合は哺乳
が困難であることがあります。飲み方に問題があると判断され
た場合は、早期に舌小帯を切除（のばす）処置が必要になります。
幼児期以降では、発音に影響することがあります。言語聴覚士
に相談して、対応を考えましょう。また、噛み合わせに影響が
でる場合もあります。かかりつけ歯科医や小児歯科専門医に相
談しましょう。

舌小帯が短いと指摘されました。どうすればいいですか？

　通常の食事であれば、唾液でお口の中の酸は中和されるので、
食後すぐに歯みがきしても問題ありません。歯に付着した歯垢
が、酸を産生して、むし歯へ進行します。
　歯垢を落とす目的で、食後すぐに歯みがきをしましょう。

食後すぐの歯みがきは歯が溶けるとききました。
本当ですか？
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　仕上げみがきは保護者の膝の上に子どもを寝かせて、子ども
の口の中をのぞきこみ、話しかけたり歌を歌いながら奥歯から
みがきましょう。上の前歯は敏感な部位なので、最後にみがく
とよいでしょう。
　乳歯は小学校を卒業する頃まで使う大事な歯です。その頃ま
では年齢に合わせ、仕上げみがきのスタイルを変えながらみが
いてあげましょう。

仕上げみがきを嫌がります。どうすればいいでしょう。
また、仕上げみがきって何歳まで必要ですか。Q4
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　乳歯の時期で反対の噛み合わせは永久歯交換期に自然に治る
こともありますが、遺伝的要因があると自然には治りにくいで
す。あごの大きさの問題なのか、歯の傾きが原因なのか4～5歳
ごろになると精密な検査ができ、治療することも可能です。そ
れ以前でも定期的にかかりつけ歯科医や小児歯科専門医を受診
し、診査してもらうことが大切です。

歯の噛み合わせが反対です。
いつから歯医者にかかったらいいですか？Q5
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　噛まなくなるには２つの原因が考えられます。１つはおもちゃ
なめなどのお口の感覚体験不足や心理的影響により乳児期の舌
の動きが優位な場合があります。もう１つは、１口量が小さく、
前歯で噛みちぎる体験が不足している場合があります。食材の
大きさや硬さは口の前の方で認識することで、噛む動作につな
がります。飲みこみ方に問題がない場合は、前歯で噛みちぎる
練習をして、お口の体験を増やしていきましょう。

子どもが食事を噛まずに丸のみしています。
どうすればいいですか？Q6
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